（別紙）

「障害」のひらがな表記の取扱いについて
１　目的

「障害」は、戦前は一般的には「障礙」と表記されていましたが、昭和22年に公布された当用漢字表に「礙」、「碍」（礙の俗字）がなくなり、法律用語として使用することができないため、「害」の字が代わりに使用されるようになったとされています。

障害の「害」という漢字の表記については、「害悪」、「公害」など負のイメージがあります。また、障がいのある方々やご家族、関係団体の皆さんから、自分や家族の呼称に「障害」の文字が使われることについて大変残念に感じられ、表記を改めるべきであるとのご意見が寄せられています。

「害」の字をひらがなに表記することについては、様々な意見があり、「障害」という用語自体を変えるべきとの意見もありますが、現在はこれに替わる定着した用語がないのが実情となっています。

そこで、県では障がいのある方の思いを大切にし、共生社会の実現を推進するという観点から、今後「障害」を「障がい」とするひらがな表記に努めることとします。

２　表記の取扱い

　（１）「障害」という言葉が単語あるいは熟語として用いられ、前後の文脈から人や人の状態を表す場合は、「障がい」と一部ひらがな表記とする。

　（２）法令、条例、規則や固有名称等の表記は、従前どおりとする。

　　①国の法令やこれらにより定義されている固有名称、熊本県の条例・規則等の固有名称として使用する場合

　　②医学用語・学術用語等の専門用語として使用する場合

　　③著作を引用して使用する場合

３　対象とする文書等
　　新たに作成・発出する公文書等のうち、県の判断により変更可能なもの。
（例示）

・住民等に対する啓発資料等（新たに作成又は、更新する広報、リーフレット、パンフレット、ホームページ等）

・会議資料、説明資料、計画書等

・看板、名刺等
４　実施機関の範囲

　　知事部局

５　施行期日
　　平成２０年１月２１日（当分の間試行）
６　「障害」のひらがな表記の文例等
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